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千葉県磯根岬南部海域の海況と砂鉄の分布形態について
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　筆者らは，大陸棚地質調査研究翰一一環として，昭和認

年鱒月，東京湾口千葉県磯根岬南部海域における砂鉄濃

集部の、堆積環境を明らかにするため，海況～二海浜状況

の調査を実施した．こ分結果，海岸砂鉄の濃集は波浪の

規模，方陶お、丈び地形的要素輯よつ瓢規定瀞れゐこ払

また海底1こおUぞ）砂鉄の濃集の傾吟繋二もては，卓越波向

；1、はび潮流紅対いぐ灘角方向の分布形態を示す蔦とが指

摘された無

1．緒　　鴛

　この調査では，海岸および海底における砂鉄鉱床の堆

積環境の究明に叢点がおかれ，筆1薫らは，おも轍海溌・

すなわち波浪，潮流の卓越性を把握す《鷹と銀娠営力

の観点から砂鉄の濃集場所および分布形態を明らかに鴛

ようと試みたものである。しかしこの閥題に取組んでま

だ麟が浅く，充分な解棉こは至つていない。諸賢の批判

と指導を期待す怖ものであ爆．

　な藩、ヒ連の調査として，表麟試料採取と海底地形調査

を実施したが，これらについては，別途報告され恐予定

であ導貸

本調査地は，

驚．　調査地の概饗

嘗津湾に流入す鳥染摺を北端とし，

勢談鑓部

浜金谷に至る延長約三麟驚の海岸と，その沖合水深約憩m

寮での範闘であ叡第蓋図）．

　海岸の地形は，湊増を境として北部と南部とでは，著

しい差異がみ嚇3、ぞ）。北部海岸はN一餐W方向1こゆる

い弧状をな乏、てお善，せ蓬いが…様な砂浜がつづく。南

部は萩生付近からS方i鱗二湾曲す《）突起海岸で，全体と

して波食壌がつづき，顕著な砂浜¢〉発達はみられない。

　海底地形は，大体ゴ以内の頓斜をもつ平坦面が大部

分を占める．こ紛平坦面は，深さ黛毒～器瓢付近を変換

点として傾斜を増し，浦賀水道紅落ちている．またこの

蕊罫坦類ll韓1，深さ驚謬｝撚）買三轍かけ静ご分布するものと，　島

1鷺倉沸㊤深さ35驚｛寸壷丘を下限とするもの潔蒙つの暴な

つた平坦面で構成されてい難祭加賀美ら懲によればこれ

らの平坦面は，いずれも現在紅近い時代φ海面変動にょ

つたものと考えられ，湾内㊤大部分を占める平坦面は堆

積懸であり，、鵯戸禽沖のものは侵食・弼といわれてい鵜．

　沿岸付近三膿3）には鮮新統および中新統が分布し（第

2図），長浜以北は，主として礫層，砂膚，泥層等の地

層からな駄礫は頁岩・砂岩・珪岩等からなる．礫¢）径

は5～飯惚で良く水磨されている．礫の分布はジャジャ

ン斑～染川付近にみられ恐．長浜以薦では凝灰質の砂岩

・角礫岩・茨たは火砕轡・灘岩等が露雄げる，凝灰質砂

岩，角礫轡層は長浜一竹岡付近，火砕尉層は城lj、i～萩生

　　　　　　　　　熟慣辞ア，凝双角礫暴などからなつ

てい藩．獺子沢泥荻贋および天津灘岩麟は萩生より南に

分布している，沖積麟は湊川および濤狐川想購に分布し，

怨一σ総）
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3．調査方法

本海域～二津、蓄ける調査1こ下記に挙げる嵯つの項1三1，こつい

て実施した。

め　表麟試料操取
慧）

1毒）海況

の海浜
筆者鉦磁にぴうち暮），墨）δ調瀬全担当乳み

調査期間ほ昭和鍵年美○称隻81三1から同年笠硝欝1ヨ貯・璽

慧．1海況調蓋
海岸建柔び海底の堆積物の移鋤，堆積，分布形熊島曝l

l竃するものは，波と潮流が1重要な要素ぐ二なつている．波

瓢ついては風況疑）実態を把擬す’心麹玉ある．以下こ澄、

珊ぴ）いて調査方法畷概略を述べる．

難勲1鵡1

本積グ調査は主として資糾収集紅よそ調鍵．であり，税

地での調査は行なつていない。記．たが一．て風況について

は，本海域瓢最も近い横浜測候所の資料鋤で代表きせ．

風向、と風速についてはそ朔i／）最大風速をもつて，統計

的紅処理した。

波浪紅ついては，風波とうねりの濤ウに分けて調澄し

た，風波の推定，康／二，風波の予榔蠣劇舞…藩）（第編鋤

瓢より，風速の吹続時闘を3時闘としたとき，いままで

　うねり／㌘ニャ蓑、業，本海！ξ粟南に開1二1じ

爵　太平洋　癒していξ・海　1

壽餌1．驚瀬流
，潮流は年中作隅薄をお1二ぼしぐおり，海底堆積物の運搬，

淘汰　　たんる積算効携〉筑大懸いといわれている。本調

蕎では小野式i麟記流遮、縫使駕し，　　　　　｝・て底流

（海底ン淋ン蓋、叡臆の高さ）め渤碇蹴蜜施した、測定方法

としては第4図のよフな方法を絹いた．

本磯翻定艶囲t，弱流，中流，強流と3穀階に分か

　　　　この適用麺囲は溺流で（）．欝～蓋．鍵麺／s嬬，

申流は／》，怨～2．紛登∀慰，強流は蓬．騎～3，00雛ノ鯉ま

で測定でき鵜。本海戦・弱弱溺錦捲用い，測定轍1箇所

で蕊時間以上行なつた、，

3．黛海浜
　ここで海浜というのは，干潮汀線付近より陸側て暴風

時，波の作用、ヅ簾繍ぶ範囲、、丸で凌熟

か1㌘媛滋とと，試料の採取を鎖的とした，試料採取地

浅“、覇鐙、置波が海浜上紅遡上す辱最譲位銑）地点（蝕撒烹と

いわれ窯rい妻のを選び，北部海爆で1間隔約碁0敷葺で8

地、脈，麟部海岸て，とく紅砂鉄の虹／二げが多い竹岡鎗・ら

は現地1こお／、・七水洗乾燥後，粒度分析ならび／繍磁瞬1泣

認．調査繕果

購．璽海況
＿こ℃／ぎ風波疑充生猿1賞 妥一 土般風況と，台風通過

講．1．璽風況
　認6図綜過去3力舗、こおける横浜耐議1の！薫い竈繍であ

る。すな｝1．・　　　　　　　　　、一墾以外韓涛　ノれも賛N

W～N方向が淫紅越・i生を示している．　とく紅秋夢よ憂）冬弊

麺か1二1で獄，騒～繊駕¢）出現藩盆みせ，極端な集梱生を

現わ裂．、ている．年闘を通じでみた場蓄でも，NNW～N

方向のものは約必傷で優／立を法二潔，次紅8～SW劾」が

注め　＿　　　　　　　1海嫌，港湾測野
　　　に叡めら才むているむ

鷺馨一《蓋騒）



千葉県磯根岬南部海域の海況と砂鉄の分布形態について（小野論公発、帽角井捕人弓疑i．膨司）

千蟻県磯穫繭三繭部灘域1藁海底地形融

瀞一…（欝聾）



＼ノジ。／〆ギ

二、、．

パ

　ア　　臨痴鰍礫括
　　／妻慧佐艶翻隅

麟趣1市概殖，
勤鶴蟹器聯鰍携
藍　塵錨　駒場砂蝋懲賜

i盤コ蟷競蝿鰯脇
J＿嬢禰峨次嫌親
撫叢コ撫糟器
暫臨稲争沢澄轄，＿繊帰

鶏置皿天津1磁

荏

↓

穿

〆

　　、〆暴※△1、
藩気☆☆隻懸

Z／／

銘一（！総）



・癌翼難験磯根鹸瀬蟹部纏域の海溌邑二砂鉄の分ギll形寒懲こ鷲〉いてω・野毒公驚壁麟井濾ノ＼繋1丸li頁疹鱒〉

～離　　　　　5馨　　　魂嚢　　　　髪蹟　　　誤｝　　㌔導蕪 黙曇　　2騰 3舞藤　　 畿！輩　　5窃（／ 襟）蘇）　　　　㌔駅鴻　　20u薙　～緊〉1）3薙蔭葛

鱒　　　　　樽　　　鱒　　　　　塞む　　　憩　　　　 憩　　　8導　　竃｛導 繰○　　～曇o 、3蕪離　　鳶（矯　 票Q農
吹滋羅1離（1轍）

欝琴3麟　　臆駕　1蹴　の　 響・　灘i　蕪　糠

欝8駕とつづく瀞このように本海i／或にこ1鷺いては蓉こオもら窯

つの方向が卓越した風向とな・．アぐいる．

　次轍強風（憩m／麗以上〉の出現率を憩～驚置三／〆縦

諏欝撒ノS鱈以上に分けて作成したグ撃7を第7図に添

した。この図からもわか恐、執うに，難一欝m！鱒£は穿全

体とレて全風配図の型（鐸鴛図）に準℃、てい鷺）が，蕪
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位を占めている。撫く鵜春季ではS～SWが7．彰醸であ

奮　NNW岬Nの慧，詔5の繊現率に比して約3倍の割合

である。

　豪た以上の風況から考えられるζとは，本海域ではほ

とんど向岸風で露められる．一般に向〉暴風の卓越す恐と』

ころでは，海岸は綬食され，離岸風の卓越すると凱ろで

は堆積が行吼なわ津もるとレ・わ濠集ているが勧奏　そのよろな、猿．
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千葉県磯お、醗瞬ぎ辮薇域（ミ）梅況と勲鉄の分布形態につい《（小野ミ、》公醗、懸直i井濤人蝉丸痔、睡　櫛

ことがいeき仁kう，，

　誌．壌．黛　翌皮　婁墜

　書戴｝／生季各を分膏難1す髪）、と，大琳／し（腫繍皮とうね影穿とに垂掛

懸られ膿．風城内で発生釘熟ものを風波といい，ぐの風

之皮が揮い成外紅．放射され，伝遵峯毒れ，るものをうねりとレ置、）

てい蕎、，1灘者を波瀦乳ヒ◎相違点からみれば風波は波形が

錨真く］領規員蟻であり，一葺投醸ヨにうオ訣りに二，臨）て燈漢辱はタ蕊レ・

とv疇、オ　てレ、る無

　め風波
　1本漉襲の鎌嬢皮は，風況からも室韓定さぎ便、るように，波向

1．軸聾柳巽、ダと聴一3醸1プ擁蓑圭漢からのもの、～灘三たるもの、とな

ろう。舞ぎ覇灘は徽津竃、ゆ卓》i叢風に、1二榛波高分宥晒ゴ糞したも

び）である藁本図　ら波海の卓越性を各瀞岸琳／にみる煮，

長浜前面海麟より北力ξは，酪W一・蕪W方麟で海岸線に

対しては蛉　驚冠立の入射角を示し，湊川付近から城山

る。本図か沿も明ら＞》毒こようにき　う津載りの舞蔑簾：毒ま1顛乱波紅

比しておよ凝，）で獣こな・、ており，慕三倒的硫高い蒔規模と

uては波轟慧驚以騨，燭卿18i秒以、「ぐがプく蒲1分を露める。

波高3雛以｝臨，矯期婁～慧秒位融大規模なも」、）は，藝，

幻葺に集1疵　豪樽，これはいずれも台風の接近に伴な

うものである。

　本漉鱒窯で毒支轟慧鷲／以ま二のう言。気りが灘／議豊舞るのは，プ＼体

二紅華蕉黙3“以護ヒ睾∫慧緯銀欝○～慧ポ㊤濡叢．焦に中心ン趣度欝7§6（1

ミリ／ミール以下の台警議、が這灘愚す愚ときでξ魁る。菰の多、）

なう浄、λも／は第憩図に汚勤壽凹ような進行孝i釜影客で進．入し多幸綜鮮緯

身影響範囲は，竹岡付近か瞬難〉海購，長浜前隙薄海辮か

靴以鷺力の㌢毎簿釜である．

　誌．璽．欝　警朝溝叢（底湯の

　浅海静こおける潮流（底流〉は，海底地形およびそφ

時期の風，波などの影響によ・、）て非常に複雑であ鰍そ

第烹舞　　海辮渉／ミ皮浪頻度（ig蓉露～蕉96の
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霞より以、事，護　・1鯵跨セよ南隠翫麗f、方1鯨の騰礪皮轍1先馨つコ縞　蝿ま欝で

あり，波の規膜も．大ぎい．ζれらの海岸で風波φ規摸と

頻度を推．定したのが第亙表であ導。

　本表を霧〉とA地域終，最も少ない頻膜薄熊軍してい

るが，比較的規模の大きい波を艶ける地帯とな9てい

嶺．蕪地域は頻，凝率φ大部分が波高亙．罪灘位7波で．定

肇簿的瓢琴鑑われる∩（二講藤或では舞1度1轟奉筆豊叢の素見璽莫は他グ博趨

域紅比㌃て畿高を示してい㌧，，このように岡じ海域でも

海岸馴にみると，頻度徐　『び波び規模轍おいては著しい

差撃藁力叢ある蘇

　驚）うねり

　本海域瓢おけ添うねりの1方1膨・／は，海岸地形の関係から

sw方向ゑ　うの墨）の1こ限られ，その規季莫は太平洋紅薦す

恐㌢療岸紅準ずξもの（鷺藤矯尊第§図捻富崎・2則嚢裟η？におけ

る，風波とうね鰍環視観測の結果を鼠とめたも¢）であ

の溝義れの葦寺虚姓．を・、）かむことはむずオ・しい9

　第難図は測定時靴二／、鵡｛壽，脹潮時および落潮時の最大

溝蓑速の誹菰動状業冗を1葺舟したもる岬）であ急，以＿靴の峯吉果から本

海域綻流況鷺要約してみると，　（鎗沿岸に近い場所に

譲、幾ナる流向は南流で，ほぽ梅iナ無頓並・行オ凱流津しを礎糞し，そ

の溝ε治、彰、臥1舞紅1韓かうほど重蹴速は1塞くなる鰭1向をもっ＞。

嬢）海岸よ撃遠い場所で畷流向は，大体器W～3WW
であり，溝篶速は一廃没に速くな・二）て』いる“漁華、、、し蕪では瞬間

叢大流速綴c無！鋤総，糠では誕韓駕∀＄頓離のものが測定さ

れた5

　轟．驚海燦状澱

　すでに述べた．勲うに，本海域ひ懸岸は，地形的に湊州

を境撫して大別でき恐ので，翻、下それぞれの海岸につい

て溝シ鵡る、，

　轟．驚．肇　南部地域

　この重蕪岸は一づ殺に1顕i鷺の激しい。岩礁こ海持釜であり，平均

雛一一（蔦嚢）
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　　　　　　　　方約鑓○滋で消滅！、てい篭　　　　　　　　．）
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　　　　　／　　灘．
　　、＿7　　鰍の藤三ぎ三帯＆て「鋸　　　　…
鞭諏漫二　

〆　一 一　　畠3賢ウ＼

捻図　よっ、ご二なる．粒度の疑漱力鄭みゐと濠嶽等Uくな

つており，これ，轟、暮品位砂鉄〉一般的傾向とし蜀指描鐙

れ鮎㌦・疇善）。象た淘汰嚢，釜度紅おいてもそれぞれ旛近

した値が得られた。

轟．2．麓北部地域

この海岸は南部地域の海岸と緯対照的にゼー様な砂浜

海岸であ叡第i3図）．秒浜規模の最も大蓉いのは湊川損

1二1北岸で，その最大編は崩翼付近で約窯00搬あ甑世入

州まで約櫛むmの海岸線を有する。傾斜は茎。以内で最

もゆるく，そグP央付近紅，よ小規模な浜堤がみられ篭）。

また汀線付近轍は円礫のオ丁上げ著しく，径20～3（）m難

程魔σものが混在もでいる，

砂浜部分が最もせ象く，傾斜も急になつている賦）は，

散入隅よリジャジャン朋こ至る海岸である。海浜幅は大

体憩懲以下で診），傾斜はザ以上で，満潮時ξこは獲

接灘岸崖葱で海水が浸る場所もある。

　ジャジャン鋸以北の海岸は幅50一驚瓢粒二の抄洪がつ

・　，傾斜は慧～ぎ程度で前2者撹醤賛ある．第隻4図

は犠輯　1傾斜と海浜幅の関係を示したも¢）であるが，こ

れ、によれば傾斜億海浜幅に比例し，海浜幅が約70漁か

載、せまくなると，傾斜率は徐々に増大す葛傾向を有す

る。

粒度分析の結果をみると（第騰図）諏、・1縫除いては，

中粒砂であゐ。淘汰度は隷，鷺錦よび笹毛以北の海岸が

不良であり，胤れは粒径が大きくなるほど淘汰度も悪く

な急ことをび糞して斗・る。　歪度に襲罫いては慈，蕪、転がとく

に大きい負）値を灘している。

砂鉄の濃集地としては湊川北岸とジャジャン燐北岸の

窯箇所にみられる。これはいずれも川鱒付近に濃集する

よい例で2る。とくに湊川北岸では着磁率が撫％を趨

え，北部海岸では唯一の高い濃集率を示している．

砂鉄鱒粒度，淘汰度，歪度に〆いて，一一般砂粒と比較

してみると，粒度耗ついては大体一般砂粒の粒度に比例

3窯一（欝○）
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し、ているが，淘汰度，歪度にツいては規則性はみ疹れな

い．． 5．嚢聡蔀海爆

羅．海燦砂鉄と波浪鐙関係

海岸砂鉄の打上げ涼，すべてその時、期硲波向および波

の規模紅支配され蔦、本節ではおもに卓越す鄭波向との

関係から述べる．

5．1魯懸鱗帯
本地帯鍔）高濃集地とし、てはA灘，毒の3地点が代表

　　　　　惹れらを海ラ華線の方向からみる、払　A

はN媛W方陶に対する磯浜内の海食洞の申であ甑匙£1

はそれぞれNNW方向に開いてい盗湾形の北端部，SW

方向に対する湾形の南端部と，湾形内では一方に偏した

位置癒占めている．このような濃集地点を輩越する波向

からみ燈と，Aおよび暮におけ蒜砂鉄の濃集は蟹NW

方向，CのそれはSW方向からの波浪によるものと推定

できる。その濃集機構とUて考えられることは，第蕪図

1、こ示され，るように波が湾内に入つてくると，汀線と斜交

す遁部分では汀線に並行な沿岸流を起す、この流れφ速

さは波の汀線轍対する入射角に規定されるが，それにょ

る一般砂の移動量妹，その角魔が誕～姦ガのときに最も

大きいとされていび｝。その流れは汀線に演角に近くな

るほど弱憲り，直交する部分ではもつぱら陸岸方向○妻1）波

浪流によつて砂粒は打上げられるものと考える．砂鉄の

移動，堆積もこのような海水の動き靴支配され，この部

ジヤン川北岸で誌傷とこの鷺ヵ所が挙げられ恐、しかし

竹岡地帯轍姥して非常紅低い着磁率を翠してい嶺・，、湊川

北岸の波轍おも鷺北寄！／嶋風波であ1），波分挫格として

　　　　　　　　　　　　　一方ジ壁ジヤ
ン／il北岸部は南寄絵の風波と，うね！ンの影饗地帯となつ

てい轍北寄り轟風波嵐よつて獄，、L総湊駅前沖から湊

趨規口方面鑑沿岸流を趨す』の流れは川口凱タ猛づくに

つれて弱ま験，陸羅方向に1馨かう波浪流が強くなるもの

と，慰われ馨，またジヤジヤン川北岸蔀では北に向かう沿

岸流が発強、づ蔦、この流れ隷うね之！の影毒饗が強いこ砂海

　　　　　　　　　　こ二れは本海岸を刻んで
いる小河川紛用口が北に薪li寄してい矯ことや，染絹に近

い勲鷲）爽堤の南側（上流側）鏡砂粒¢）堆積が欝立ち，

反対側は砂が取られてい難ン伏況から明らかである．また

この流れは海岸線の微細な変化によつて，局部的な欠潰

と堆積をおζす、第業7図はジャジャン鎖付近薗）海岸地形

と，上述の流れとの関係を示した尾〉ので，ζのような場

醗では，流況は一時的に変化され上流側から運ばれてく

る砂粒捻，鵜の薦部を支えとしズ堆積するものと思われ

る。鉱の堆積の場所が砂鉄の高着磁帯としてみもれ礁。

　以上海岸㊤高着磁地、報まいずれも流れの乱れあるいは

流況の変化す篠場所嵐限られ凝1。また車越す恐波向との

33一（烹雛〉
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海漁幅

海誤韓藝己と灘浜帳とのi莫1海

関係か那みた場禽，本海域においては，いずれも北寄軽

導、

惑．　海底齢砂鉄濃集部に欝いで

本海域紛高舞磁帯（着磁率奪駕以上を指す）は第！8図

に示すように大部分北部海域に集中してい恐、ぞ⇔分布

形態は，深さ欝簾および蔦鵜付近では等深線に平行

な方向性をもつて濃集しており，7懸以浅命区域にあ愚

膿集都は，ほぼNW一組方向で等深線を斜め観切るよ

うに分布してい燈．繭部にあたる海域では，深さは7驚

以浅に隈られており，方陶は懸W－N鷺でほとんど海岸

紅密着した位置麺分布す恐、このように砂鉄の分布形態

は，深さによつて潜干の差異を示している．これは深さ

と思われる，

波が砂の移動を起す水深甑理論的1こは波長のi嬢の

　　　　　しかし実際には海底の砂の粒度がどの

程度であるかによつて決蕪るω。本海域鐙砂の粒度を大

ざつぱにみると，大体北部は細砂（平均○，蕉蹴縛，購

部は申砂（平均○、S轍切で覆われてい恐．第欝剛訳二

れら薪）砂粒が移動を始める水深と，波8〉規模との関係を

示したものであ駆本図か鄭も明らかなように，粒子磯

初動水深1誰波¢周期に比例し，粒径莚逆比例する。した

がつてうねりのような長燭期の波においては，砂粒の初

動水深濾深くな擦わけである。

本海域について波の規模から推定される砂粒の初勤水

深は，北部海域では大体欝魚，南部海域では鴛烈位の

深さとなるであろう、しかしうねりの規模からみる捻O

m位の深さより砂粒が勤かされるものが現われてい斎が，

このような初勤本深を鯖える波は，年間を通じて実轍少

なく憩数駕にしかすぎない．したがつてそのほとんどが

憩獄付近から以浅となろう．これは深さ欝蹴付近を境

として以浅の砂粒は，おもに波に支配され，以深では潮

流の影響が大きく効くものと判断される．

すなわち長浜沖，深さ7騰以浅の砂鉄の分布形態を

みると，すべてSW方向の卓越波陶に対レて直鶏方向紅，

その延びを示していること，また田鱗藁，城山沖，欝撚

以浅の高着磁帯は，それぞれNNW方向の庫越波向に

　　　　　　ただ城し鉦嚇¢）ものは，深さを増す濠

どSW方向紅ずれるような：型になつてい恐．　この原因

としては，潮流の影饗がこ融付近から現われ誉）結果と判

断される，海深鴛瓢，欝m付近の砂鉄の分布形態もお

もな潮流の方／醸こ対して，磁角な方尚をと9ており，卓

越する波陶拠対しての規則性は認められない．このよう

紅海底の砂鉄鈴分布形態は，海水の流動方向載対レて直

角方向をと二）てい恐，

7．むすび
砂鉄の堆積環境にウいて筆老らは，海岸の状況と海況

の面から調査を実施したが，まだ蜜だ未解決な簡が多く

ある．すなわち砂鉄の分布は，海岸においても，海底観

おいて惣，ある特定の場所轍限られてい廓．鉱のような

濃集地におけ恐地理的環境と，波浪，潮流の特性との具

37一（！鋳）
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論1　　欝粒の鰐lil毒承潔

体的関係について今後さらに調査研究を遊き～）る必要があ

る，審らに海底鐙おける抄鉄硲分布形態鈴杷握紅は，現

在進め慕）れている海中テレビによる海底観察法¢確立紅

よつて，海水の流動との関連をより適確につかむことが

できるであろう．甕た1二のことは海底堆積物の堆積環境

を究明するため重要な鍵と考える

　　　　　　　　　　　　　　　（昭零頓0年8端脱稿）
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